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はじめに

『Sun Cluster Data Service for SWIFTAlliance Gatewayガイド (Solaris OS版)』は、
Sun™ Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成について説明し
ます。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティングシ
ステムに関する知識と、Sun Clusterとともに使用するボリューム管理ソフトウェアに
関する専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に必要なコマ
ンドについて説明しています。このマニュアルでは、基本的な UNIX®コマンドの包
括的な情報や手順 (システムの停止、システムの起動、およびデバイスの構成など)に
ついては説明しません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順について
は、以下を参照してください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。Sun Cluster関連のマニュアルはすべて、http://docs.sun.comに
挙げられています。

トピック 関連文書

データサービスの管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと機能 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。
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関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルで説明するサン以外のWebサイトの利用については、サンは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、
コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではな
く、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれ
らを経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに
伴って発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や
損失についても、Sunは一切の責任を負いません。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

製品のトレーニング
Sunでは、各種のインストラクタ指導によるコースや自由なペースで進めることがで
きるコースを通し、さまざまな Sun技術のトレーニングを提供しています。Sunが提
供しているトレーニングコースの情報や、クラスに参加する方法などについては、
Sun Microsystems Training (http://training.sun.com/)を参照してください。
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問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

SPARC:prtdiag
-v

システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayのインストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成の方
法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 11ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの概要」
� 12ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成
のプロセスの概要」

� 13ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成
に関する計画」

� 16ページの「SWIFTAlliance Gatewayのインストールおよび構成」
� 20ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayパッケージのインス
トール」

� 22ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの登録と構成」
� 25ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成
の確認」

� 25ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway障害モニターの調整」
� 27ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのデバッグ」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayの概要
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayデータサービスは、Sun Clusterデータ
サービスの適切な起動、停止、スイッチオーバー、およびフェイルオーバーのメカニ
ズムを提供します。
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注 – Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayは、ソフトウェアの障害監視は行い
ません。Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの HAアクティブスタンバイイ
ンストールの目的は、ハードウェア障害を検出し、それに対応することです。

フェイルオーバーデータサービスとスケーラブルデータサービスの概念については、
『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』を参照してください。

SWIFTAlliance Gatewayの各コンポーネントは、Sun Cluster環境に構成されている
場合、それぞれのデータサービスによって保護されます。次の表を参照してくださ
い。

表 1 SWIFTAlliance Gatewayコンポーネントの保護

構成要素 コンポーネントを保護するデータサービス

SWIFTNet Link Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway

SWIFTAlliance Gateway Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayのインストールと構成のプロセ
スの概要
次の表は、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールや構成に関す
る作業の要約と、それらの作業の実施に必要な詳しい説明がどこにあるかを示してい
ます。これらの作業は、表に示す順序で行う必要があります。

表 2 Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成に関する作業

作業 参照先

SWIFTAlliance Gatewayのインストールの計
画

13ページの「Sun Cluster HA for
SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構
成に関する計画」

SWIFTAlliance Gatewayのインストールおよ
び構成

16ページの「SWIFTAlliance Gatewayのイン
ストールおよび構成」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway
パッケージのインストール

16ページの「SWIFTAlliance Gatewayのイン
ストールおよび構成」
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表 2 Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成に関する作業
(続き)
作業 参照先

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway
データサービスの登録とデータサービスのク
ラスタの構成

22ページの「Sun Cluster HA for
SWIFTAlliance Gatewayの登録と構成」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway
の確認

25ページの「Sun Cluster HA for
SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構
成の確認」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway
障害モニターの調整

25ページの「Sun Cluster HA for
SWIFTAlliance Gateway障害モニターの調
整」

(オプション) Sun Cluster HA for
SWIFTAlliance Gatewayのデバッグ

27ページの「Sun Cluster HA for
SWIFTAlliance Gatewayのデバッグ」

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayのインストールと構成に関する
計画
ここでは、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成の計画
について説明します。

注 – Sun Clusterソフトウェアによって課せられていない構成の制限事項と要件につい
ては、インストールと構成を始める前に、SWIFTAlliance Gatewayのマニュアルを参
照してください。Sun Clusterソフトウェアによる制約については、Sun Clusterのマ
ニュアルを参照してください。

構成に関する制限事項
以降の節で説明する構成の制限は Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayだけに
適用されます。

注意 –データサービス構成がこれらの制限事項に従わない場合、このデータサービス
構成はサポートされない可能性があります。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成 13
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すべてのデータサービスに適用される制限事項については、『Sun Cluster 3.1 8/05ご
使用にあたって (Solaris OS版)』を参照してください。

� Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayは SWIFTAlliance Gatewayバー
ジョン 4.0.20以降および 5.0以降をサポートしています。

� フェイルオーバーファイルシステムにインストールできるのは、SWIFTNet Link
と SWIFTAlliance Gatewayソフトウェアだけです。SWIFTAlliance Gatewayの動
作にWebsphere MQクライアントソフトウェアが必要である場合は、各ノードの
ローカルファイルシステムの同じパスにWebsphere MQクライアントソフト
ウェアをインストールしてください。デフォルトのパスは /opt/mqmです。

� Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayをスケーラブルデータサービスとして
構成することはできません。

構成に関する要件
ここで説明する構成の制約は Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayだけに適用
されます。

注意 –これらの要件を満たしていないデータサービス構成は、サポートされない場合
があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、『Sun Clusterデータサービス
の計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」
を参照してください。

� Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayをフェイルオーバーデータサービスと
して構成する必要があります。

� SWIFTAlliance Gateway 4.0を実行している場合は、SWIFTAlliance Gatewayの起動
と停止の機能のみが含まれるオペレータプロファイルを使用して、SWIFTAlliance
Gatewayオペレータを作成します。このオペレータは、起動、停止、およびス
テータスコマンドの SWIFTAlliance Gatewayへの送信に使用します。セキュリ
ティー上の理由により、アプリケーションの起動と停止には管理者プロファイルを
使用しないでください。

SWIFTAlliance Gateway 5.0を実行中である場合、SWIFTAlliance Gatewayシステム
から sag_systemコマンドを直接送信するためのオペレータの名前とパスワード
は必要ありません。

構成上の考慮事項
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成では、構成に関す
る以下の点を考慮する必要があります。
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リソースの依存関係
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayを構成して Sun Clusterインスタンスと
その各コンポーネントを保護します。次の表に、これらのコンポーネントとその依存
関係の概要を示します。

表 3 Sun Clusterコンポーネント

構成要素 依存性

SWIFTAlliance Gateway

このコンポーネントには SWIFTNet Link
インスタンスが含まれています。

� SUNW.LogicalHostリソース
� SUNW.HAStoragePlusリソース
� SUNW.scsagリソース

構成ファイルと登録スクリプト
Sun Clusterコンポーネントには、2つの構成ファイルと 1つの登録スクリプトがあり
ます。

/opt/SUNWscsag/etc/settings.sh この構成ファイルには、データサー
ビスを有効にして、SWIFTAlliance
Gatewayの正しいインスタンスと、
必要なユーザーとパスワードの組み
合わせを探すための設定が含まれて
います。

/opt/SUNWscsag/util/sag_config この構成ファイルには、Sun Cluster
フレームワークにデータサービスと
アプリケーションを登録するための
設定が含まれています。

/opt/SUNWscsag/util/sag_register この登録スクリプトを使用すると、
データサービスを登録できます。

構成計画に関する質問
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成を計画するときに
は、この項の質問を使用します。『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris
OS版)』の「構成のワークシート」にあるデータサービスワークシートに、質問の答
えを記入してください。

� SWIFTNet接続およびインターネット接続がありますか？インストールには
SWIFT nvからのセキュリティー保護されたサーバーが必要です。

� SWIFTAlliance Gatewayのライセンスキーがありますか？ない場合は、この情報
を取得してください。

� SWIFTAlliance Gatewayのインストールマニュアルがありますか？ない場合は、
http://www.swift.comからこのマニュアルをダウンロードしてください。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成 15
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� フェイルオーバーデータサービスとして Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayを実行する前に、次の質問に答えてください。

� SWIFTAlliance Gatewayアプリケーションリソースおよび論理ホスト名リソー
スにはどのリソースグループを使用しますか。

� SWIFTAlliance Gatewayリソースの論理ホスト名は何ですか。クラスタは、こ
の論理ホスト名を通してデータサービスにアクセスします。

� システム構成ファイルをどこに置きますか。

クラスタファイルシステムではなくローカルファイルシステムを使用することのメ
リットとデメリットについては、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理
(Solaris OS版)』の「Sun Clusterデータサービス構成のガイドライン」を参照して
ください。

SWIFTAlliance Gatewayのインストール
および構成
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayを有効にして SWIFTAlliance Gatewayの
可用性を高めるには、インストールと構成の追加操作が必要です。これらの操作は、
SWIFTAlliance Gatewayの標準インストールと標準構成を補足します。

標準インストール時には、SWIFTAlliance Gatewayは物理ホスト名を使用してインス
トールされます。クラスタ内で動作するよう SWIFTAlliance Gatewayを有効にするに
は、SWIFTAlliance Gatewayを変更して論理ホスト名を使用する必要があります。

SWIFTAlliance Gatewayの標準インストールと標準構成については、
http://www.swift.comを参照してください。

この手順を実行するには、サーバーのルートディレクトリ (アプリケーションバイナ
リへのパス)が必要です。バイナリは、ローカルディスクまたはクラスタファイルシ
ステムにインストールできます。それぞれの位置のメリットとデメリットの説明につ
いては、『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の第 1章「Sun
Clusterデータサービスの計画」を参照してください。

� SWIFTAlliance Gatewayのインストールおよび構
成の方法

1. SWIFTAlliance Gatewayのリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g sag-rg

2. 論理ホストを作成します。

手順
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論理ホストは、SWIFTAlliance Gatewayをインストールする前の時点で必要で
す。

a. 両方のクラスタノードの /etc/hostsファイルにホスト名と IPアドレスを追
加します。

b. 論理ホストを登録してから、リソースグループに論理ホストリソースを追加し
ます。

# scrgadm -a -L -g sag-rg -j sag-lh-rs -l swiftgatewayhost

3. デバイスグループとファイルシステムを作成します。

グローバルファイルシステムも使用できますが、HAStoragePlusフェイルオー
バーリソースを作成して SWIFTAlliance Gatewayアプリケーションと構成データ
を含めます。

� SWIFTAlliance Gatewayのデバイスグループとファイルシステムを作成するに
は、『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』の「広域デバ
イスとクラスタファイルシステムについての計画」を参照してください。

� HAStoragePlusフェイルオーバーリソースを作成するには、『Sun Cluster
データサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「高可用性ローカルファイル
システムの有効化」を参照してください。

この手順では、パスとして /swift/SWIFTAlliance/Gatewayを使用します。

# scrgadm -a -g sag-rg -j sag-ds -t SUNW.HAStoragePlus -x filesystemMountPoints=/swift

4. リソースグループをオンラインにして、IPアドレスと、ストレージへのアクセス
を有効にします。

# scswitch -Z -g sag-rg

5. インストールの前に次のシンボリックリンクを作成します。

これらのシンボリックリンクがない場合、SWIFTAlliance Gatewayアプリケー
ションは正しい場所にインストールされません。フェイルオーバー機能を確実に動
作させるには、SWIFTAlliance Gatewayアプリケーションを正しい場所にインス
トールする必要があります。

# cd /swift
# mkdir -p /swift/etc/opt/swnet
# chown -R root:system /swift/etc
# chown -R root:swnetg /swift/etc/opt/swnet
# chmod -R 0555 /swift/etc
# chmod -R 0775 /swift/etc/opt
# cd /etc/opt
# ln -s /swift/etc/opt/swnet swnet
# mkdir -p /swift/var/opt/swnet
# chown -R root:system /swift/var/
# chown -R root:swnetg /swift/var/opt/swnet
# chmod -R 0775 /swift/var
# cd /var/opt

# ln -s /swift/var/opt/swnet swnet
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6. 必要に応じて、Websphere MQクライアントのパッケージをインストールしま
す。

Websphere MQクライアントソフトウェアは、ゲートウェイとリモート
SWIFTNet Linkシステム間の、接続の保証と負荷均衡を行うソフトウェアです。
ユーザーがこのタイプの SWIFTAlliance Gatewayのインストールを選択し、適切
なライセンスが存在する場合は、Websphere MQクライアントのパッケージをイ
ンストールします。

7. SWIFTNet Linkをインストールします。

� SWIFTNet Linkのマニュアルの指示に従ってください。SWIFTNet Linkのマ
ニュアルをダウンロードするには、http://www.swift.comを参照してくださ
い。

� フェイルオーバーデータサービス /swift/snlのインストール先ディレクトリ
を指定します。 /swift/snl.

� 必要に応じて、SWIFTAlliance Gatewayのインストールを継続する前に、
SWIFTNet Linkのパッチをインストールします。

8. SWIFTAlliance Gatewayソフトウェアをインストールします。

� SWIFTAlliance Gatewayのマニュアルの指示に従ってください。
SWIFTAlliance Gatewayのマニュアルをダウンロードするには、
http://www.swift.comを参照してください。

� SWIFTAlliance Gatewayソフトウェアがリモートホストとの通信に使用する IP
として、論理 IPアドレスを使用します。

9. 必要に応じて、Websphere MQクライアントソフトウェアをインストールしま
す。

Websphere MQクライアントソフトウェアは、ゲートウェイとリモート
SWIFTNet Linkシステム間の、接続の保証と負荷均衡を行うソフトウェアです。
ユーザーがこのタイプの SWIFTAlliance Gatewayのインストールを選択し、適切
なライセンスが存在する場合は、Websphere MQクライアントのパッケージをイ
ンストールします。

10.次のシンボリックリンクを作成します。

# ln -s /swift/home/swnet /home/swnet
# ln -s /swift/etc/opt/swnet /etc/opt/swnet

# ln -s /swift/var/opt/swnet /var/opt/swnet

11. node2から、 node1の ~root/ディレクトリへ ~root/vpd.propertiesファイ
ルをコピーします。

この情報により、将来パッチをインストールできるようになります。

19ページの「SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成を確認する方法」に進
みます。

次の手順
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� SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成を
確認する方法
SWIFTAlliance Gatewayリソースグループをマスターできる各ノード上で次の手順を
実行します。

1. SWIFTAlliance Gatewayリソースグループをマスターできるノードに、スーパー
ユーザーとしてログインします。

2. SWIFTAlliance Gatewayリソースグループを、手順 1でログインしたノードに切
り替えます。

# scswitch -z -g sag-rg -h node

-z リソースグループをマスターするノードを切り替えます。

-g sag-rg SWIFTAlliance Gatewayリソースグループを別のノードへ切り替え
るよう指定します。

-h node SWIFTAlliance Gatewayリソースグループの切り替え先であるノー
ドを指定します。

3. SWIFTAlliance Gatewayインスタンスが起動可能であることを確認します。

# su - swnet
# cd /swift/SWIFTAlliance/Gateway/bin
# ./sag_bootstrap start

# ./sag_system -SagUser Administrator -SagPwd pwd-for-admin -- start

次のコマンドが startedステータスを返していれば、アプリケーションの起動に
成功しています。このステータスは、SWIFTAlliance Gatewayが稼働中であること
を示します。

# ./sag_system -SagUser Administrator -SagPwd pwd-for-admin -- status system

4. アプリケーションの起動と停止の機能のみが含まれるオペレータプロファイルを使
用して、別の SWIFTAlliance Gatewayオペレータを作成します。

5. SWIFTAlliance Gatewayインスタンスが停止可能であることを確認します。

# su - swnet
# cd /swift/SWIFTAlliance/Gateway/bin
# ./sag_bootstrap stop

20ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayパッケージのインストー
ル」に進みます。

手順

次の手順
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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayパッケージのインストール
Sun Clusterの初回のインストール時に Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway
パッケージをインストールしなかった場合は、この手順でパッケージをインストール
してください。この手順は、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayパッケージ
をインストールする各クラスタノード上で個別に実行します。この手順を実行するに
は、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

次のインストールツールのどちらかを使用して、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayパッケージをインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03より前のリリースで
は利用できません。

� Web Startプログラムを使用した Sun Cluster HA
for SWIFTAlliance Gatewayパッケージのインス
トール方法
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手
順はほとんど同じです。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayパッケージをインストールするクラ
スタノード上で、スーパーユーザーになります。

2. (省略可能) Web Startプログラムを GUIで実行する場合は、必ず DISPLAY環境
変数が設定されていることを確認します。

3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

手順
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ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayコンポーネントディレ
クトリに移動します。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance GatewayデータサービスのWeb Startプログラ
ムは、このディレクトリに入っています。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_SAG_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、Typicalを選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、Customを選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway
パッケージをインストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストールサマリーが出力
されます。このサマリーを使用して、インストール時にWeb Startによって作成さ
れたログを確認できます。これらのログは /var/sadm/install/logsディレク
トリに置かれます。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブから取り出します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

22ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの登録と構成」に進みま
す。

次の手順
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� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayパッケー
ジをインストールする
この手順は、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayをマスターできるすべての
クラスタメンバーで実行してください。

Sun Cluster Agents CD-ROMが存在することを確認します。

1. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「Add Support for New Data Service to This Cluster Node」
を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

ユーティリティーはこの CDをデータサービス CD-ROMとして示します。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

22ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの登録と構成」に進みま
す。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayの登録と構成
この節では、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの構成に必要な手順を説明
します。

始める前に

手順

次の手順
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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayを有効にして SWIFTAlliance Gatewayの
可用性を高めるには、フェイルオーバーデータサービスとして Sun Cluster HA for
SWIFTAlliance Gatewayデータサービスを構成します。

この手順を行う前に、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayデータサービス
パッケージがインストールされていることを確認してください。

� フェイルオーバーサービスとして Sun Cluster HA
for SWIFTAlliance Gatewayを登録および構成する
方法
次の手順で、フェイルオーバーサービスとして Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayデータサービスを構成します。

1. SWIFTAlliance Gatewayのホストであるクラスタ内のノードの 1つでスーパー
ユーザーになります。

2. SUNW.gdsリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds

-a
新しい構成を追加します。

-t SUNW.HAStoragePlus
このリソースは、SUNW.HAStoragePlus リソースタイプのインスタンスで
す。

3. SUNW.HAStoragePlusというリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

4. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g sag-rg

5. Sun Cluster Disk Storageのリソースを作成します。

# scrgadm -a -j sag-ds-rs \
-g sag-rg \
-t SUNW.HAStoragePlus \

-x FilesystemMountPoints=/swift

-a
新しい構成を追加します。

-j hsp-resource
作成するリソースの名前は hsp-resourceです。

手順

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成 23

Sun Proprietary/Confidential: Need to Know



-g sag-rg
そのリソースを SWIFTAlliance Gatewayリソースグループに追加するよう指定
します。

-t SUNW.HAStoragePlus
このリソースは、SUNW.HAStoragePlus リソースタイプのインスタンスで
す。

-x filesystemmountpoints=mountpoint-list
ファイルシステムの有効なマウントポイントを列挙します。詳細については、
SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページを参照してください。

6. Sun Clusterの論理ホスト名のリソースを作成します。

# scrgadm -a -L -j sag-lh-rs \
-g sag-rg \

-l gatewayhostname

7. Sun Cluster Disk Storageおよび論理ホスト名リソースが含まれるフェイルオー
バーリソースを有効にします。

# scswitch -Z -g sag-rg

8. SWIFTAlliance Gatewayのリソースを作成します。

a. /opt/SUNWscsag/etc/settings.shファイルで、ユーザー名、パスワー
ド、およびパス変数を変更します。

このファイルの詳細については、15ページの「構成ファイルと登録スクリプ
ト」を参照してください。

b. /opt/SUNWscsag/util/sag_configファイルでグループ名とリソース名を
変更し、必要に応じてポート番号も変更します。

このファイルの詳細については、15ページの「構成ファイルと登録スクリプ
ト」を参照してください。

c. 登録スクリプトを実行して、データサービスとアプリケーションを登録しま
す。

このスクリプトの詳細は、15ページの「構成ファイルと登録スクリプト」を参
照してください。.

# /opt/SUNWscsag/util/sag_register

9. SWIFTAlliance Gatewayリソースを有効にします。

# scswitch -e -j sag-resource-rs

-ej hsp-resource 作成した HAStoragePlusリソースを指定します。

25ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのインストールと構成の
確認」に進みます。

次の手順
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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayのインストールと構成の確認
この節では、データサービスのインストールと構成が正しく行われたことを確認する
手順を説明します。

� Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのイ
ンストールと構成を確認する

1. SWIFTAlliance Gatewayのホストであるクラスタ内のノードの 1つでスーパー
ユーザーになります。

2. すべての Sun Clusterリソースがオンラインであることを確認します。

# scstat

# scswitch -e -j resource

3. Sun Clusterリソースグループを、node1などの別のクラスタノードに移動しま
す。

# scswitch -z -g sag-rg -h node1

4. node1で SWIFTAlliance Gatewayが停止し、node2などの別のノードでアプリ
ケーションが起動したことを確認します。

フェイルオーバーファイルシステムを使用している場合、ファイルシステムは
node1から消え、node2上にマウントされます。

25ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway障害モニターの調整」に
進みます。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gateway障害モニターの調整
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway障害モニターは次の障害を検出します。

� ノードの障害
� ネットワーク接続の障害

手順

次の手順
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� ディスク接続の障害
� ノード上で起動する SWIFTAlliance Gatewayアプリケーションの障害

注 – Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway障害モニターは、ソフトウェアの障
害を検出しません。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway障害モニターは、SWIFTAlliance
Gatewayを表すリソースに含まれています。Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayの登録および構成時に、このリソースを作成できます。障害は、22ページ
の「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの登録と構成」を参照してくださ
い。

障害モニターの動作は、このリソースのシステムプロパティーと拡張プロパティーに
よって制御されます。事前に設定された障害モニターの動作は、これらのプロパ
ティーのデフォルト値に基づいています。現在の動作は、ほとんどの Sun Clusterシ
ステムに適しているはずです。したがって、この動作を変更する必要がある場合にの
み、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway障害モニターを調整します。

Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gateway障害モニターの調整では、次の作業を行
います。

� 障害モニターの検証間隔を設定する。
� 障害モニターの検証タイムアウトを設定する。
� 継続的な障害とみなす基準を定義する。
� リソースのフェイルオーバー動作を指定する。

これらの作業は、Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの登録と構成の際に行
います。詳細は、次の項目を参照してください。

� 22ページの「Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayの登録と構成」

� 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』の「Sun Clusterデー
タサービス用に障害モニターを調整する」
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Sun Cluster HA for SWIFTAlliance
Gatewayのデバッグ

� Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayのデ
バッグフラグの設定方法
Sun Cluster HA for SWIFTAlliance Gatewayには /opt/SUNWscsag/etcディレクト
リにオプションファイルがあり、デバッグフラグを設定することができます。

通常、Sun Clusterソフトウェアのデバッグ情報はログファイルには存在しません。レ
ベルデバッグのメッセージの記録を有効にするには、syslog.confファイルを編集
する必要があります。syslog.confを編集して、これらのメッセージを別のファイ
ルに記録することもできます。

1. /etc/syslog.confを編集します。

a. daemon.noticeを daemon.debugに変更します。

grep daemon /etc/syslog.conf コマンドからの次の出力は、
daemon.debugが設定されていないことを示しています。

grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.notice;mail.crit
/var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err

operator

b. syslogdを再起動します。

# pkill -1 syslogd

syslogdコマンドにより、強制的にシステムログはその構成ファイルを再度読
み取り、変更を説明します。

grep daemon /etc/syslog.conf コマンドからの次の出力は、
daemon.debugが設定されていることを示しています。

grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.debug;mail.crit
/var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err

operator

2. /opt/SUNWscsag/etc/configファイルを編集します。

行 DEBUG=を DEBUG=ALLまたは DEBUG=resourceに変更します。

手順
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